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企画に当たって

識者に問う

日本の課題の1つは、新しいビジネスが生まれにくいことだ。
その要因は何か。
どうすれば日本は国際競争力を強化できるのかを探った。
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日本の科学技術力や国際競争力の低

下が指摘されて久しい。

日本の課題の 1つは、新しいビジネ

スが生まれにくいことだ。新たな市

場が創出されず、新規分野における

GDP が伸びていないことが、成長

の足かせとなっている可能性がある。

日本で新規事業の開拓が進まない要

因は何か。日本が国際競争力を強化

するのに必要なことは何か。

各界の第一線で活躍する識者に聞い

た。

日本だけがなぜ
成長できないのか？



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

日
本
だ
け
が

な
ぜ
成
長
で
き
な
い
の
か
？

―
新
た
な
市
場
を
創
出
で
き
る
日
本
へ
、
今
こ
そ
変
革
を

半
導
体
の
爆
発
的
な
性
能
向
上
に
よ
り
、
画
期
的
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
次
々
と
生
ま
れ
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
速
さ
で

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
進
化
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
五
五
年
に
シ
ョ
ッ
ク
レ
ー
半
導
体
研
究
所
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ

ー
に
誕
生
し
て
以
来
、
米
国
に
お
け
る
技
術
革
新
を
け
ん
引
し
て
き
た
の
は
「
若
者
」
だ
。
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
、

ラ
リ
ー
・
ペ
イ
ジ
、
マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
、
サ
ム
・
ア
ル
ト
マ
ン
と
い
っ
た
、
当
時
一
〇
代
や
二
〇
代
の
起
業
家
た
ち
の
多
く
は

チ
ャ
ン
ス
到
来
と
捉
え
、
大
学
を
中
退
し
て
起
業
し
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
若
い
企
業
を
「
巨
大
な
ガ
リ
バ
ー
」
に
成
長
さ
せ
た
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
企
業
が
新
た
な
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
雇
用
の
創
出
に
大
き
く
貢
献
し
て
米
国
経
済
を
け
ん
引
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
で
は
二
〇

世
紀
に
各
省
庁
が
策
定
し
た
「
時
代
に
合
わ
な
い
規
制
」
が
、
新
し
い
技
術
の
開
発
や
事
業
の
誕
生
を
阻
み
、
そ
の
規
制
を
見
直
す
ス
ピ

ー
ド
も
致
命
的
に
遅
い
。
例
え
ば
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

―
先
進
国
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
や
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
く

な
っ
た
が
、
日
本
で
は
い
ま
だ
に
社
会
実
装
さ
れ
て
い
な
い
。
若
者
や
新
し
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
活
躍
の
場
を
極
小
化
し
て
い
て
は
、
新
し

い
成
長
を
自
ら
放
棄
し
て
い
る
の
に
等
し
い
。
日
本
人
の
潜
在
能
力
を
信
じ
、
も
っ
と
個
人
と
組
織
の
挑
戦
意
欲
や
創
意
工
夫
が
生
か
さ

れ
る
社
会
に
転
換
す
べ
き
だ
。

日
本
の
成
長
を
阻
ん
で
い
る
の
は
旧
態
依
然
と
し
た
法
規
制
や
前
例
主
義
、
実
績
主
義
、
年
功
序
列

―
識
者
の
方
々
も
そ
の
点
を
指

摘
す
る
。

規
制
を
撤
廃
し
て
実
験

―
都
会
の
ビ
ル
で
植
物
工
場
、
養
豚
場
も

内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
の
中
原
裕
彦
氏
は
、
問
題
点
は
社
会
実
装
の
段
階
に
あ
る
と
し
て
、「
規
制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
の
推
進
を

説
く
。
私
自
身
、
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
を
推
進
す
る
立
場
に
あ
る
が
、
よ
り
重
視
す
べ
き
は
「
場
所
よ
り
も
期
間
」
で
あ
ろ
う
。
ど
ん
な
技

術
で
あ
れ
、
将
来
的
に
実
を
結
ぶ
か
ど
う
か
、
事
前
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ら
ば
、
実
験
期
間
を
設
け
て
規
制
を
廃
し
、
既
存
組

と
新
規
参
入
組
で
競
争
を
さ
せ
て
、
実
験
後
に
あ
ら
た
め
て
必
要
な
規
制
を
考
え
る
の
が
適
切
だ
。

Oishii Farm

の
古
賀
大
貴
氏
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
い
ち
ご
の
植
物
工
場
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
業
し
た
。
米
国
に
は
日
本
の
よ
う
な
高
品
質

の
農
作
物
は
少
な
く
、
市
場
の
求
め
に
合
致
し
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。

日
本
で
も
植
物
工
場
の
ニ
ー
ズ
は
間
違
い
な
く
存
在
す
る
。
だ
が
、
ビ
ル
で
農
作
物
を
作
っ
て
も
農
地
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
住
宅
地
に

工
場
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
理
屈
で
、
植
物
工
場
や
養
豚
場
（
中
国
で
は
高
層
ビ
ル
で
豚
を
飼
育
す
る
「
ハ
イ
テ
ク
養
豚
」
が
注

目
を
集
め
て
い
る
）
を
日
本
国
内
で
は
実
現
で
き
な
い
。
農
林
水
産
省
の
法
規
制
は
家
族
経
営
の
保
護
、
大
企
業
参
入
の
排
除
を
前
提
と

し
て
お
り
、
農
業
分
野
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
生
産
性
向
上
は
望
む
べ
く
も
な
い
。

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

会
長
／
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長 

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

金
丸
恭
文
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KEY
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前
例
主
義
、
時
代
に
合
わ
な
い
規
制
、
新
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
挑
戦
意
欲
や
創
意
工
夫
を
生
か
す
社
会

で
は
、
蒸
気
自
動
車
が
登
場
し
た
際
、
馬
車
関
連
業
者
の
権
益
を
守
る
た
め
、「
赤
旗
法
」
を
成
立
さ
せ
た
。
赤
旗
を
持
っ
た
先
導
者
に

自
動
車
の
前
を
歩
か
せ
る
と
い
う
ナ
ン
セ
ン
ス
な
規
制
は
、
自
動
車
産
業
の
発
達
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
同
じ
過
ち
を

日
本
は
い
ま
だ
に
続
け
て
い
る
。
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
抜
本
的
な
改
革
を
難
し
く
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
選
挙
制
度
に
も
あ
る

だ
ろ
う
。
日
本
で
は
選
挙
の
頻
度
が
高
く
、
政
治
家
は
政
策
を
練
る
間
も
な
く
、
近
視
眼
的
な
票
集
め
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う

な
る
と
、
全
国
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
た
既
得
権
者
が
ど
う
し
て
も
有
利
に
な
っ
て
し
ま
う
。

日
本
が
江
戸
時
代
に
戻
っ
て
鎖
国
が
で
き
る
な
ら
、
今
の
ま
ま
で
も
よ
か
ろ
う
。
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
不
可
能
だ
。
な
ら
ば
、
時
代

の
変
化
に
対
応
で
き
る
、
よ
り
俊
敏
な
国
に
変
わ
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

幸
い
に
し
て
、
と
言
う
べ
き
か
、
現
在
は
、
私
た
ち
が
前
提
と
し
て
い
た
あ
ら
ゆ
る
事
柄
が
崩
れ
て
い
る
最
中
だ
。
米
国
と
の
同
盟
関

係
も
も
は
や
当
て
に
は
で
き
ず
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
っ
て
雇
用
の
あ
り
方
も
根
本
的
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

政
治
家
や
官
僚
、
企
業
だ
け
で
は
な
い
。
今
は
、
私
た
ち
全
員
が
目
を
覚
ま
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
な
の
だ
。

金
丸
恭
文
（
か
ね
ま
る
・
や
す
ふ
み
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

会
長
。
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長 

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
。
規

制
改
革
推
進
会
議
、
未
来
投
資
会
議
、
成
長
戦
略
会
議
な
ど
、
公
職
を
歴
任
。

技
術
革
新
の
節
目
こ
そ
若
い
人
材
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る

レ
ネ
・
エ
ハ
サ
ル
氏
は
エ
ス
ト
ニ
ア
の
防
衛
産
業
に
お
け
る
産
官
学
連
携
を
解
説
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
プ
レ
イ
ヤ
ー

の
違
い
だ
。
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
大
学
か
ら
多
数
の
防
衛
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
生
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
で
防
衛
産
業
を
担
っ
て
い

る
の
は
財
閥
由
来
の
大
企
業
で
、
ま
っ
た
く
新
陳
代
謝
が
起
こ
っ
て
い
な
い
し
、
新
し
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
英
知
が
入
る
余
地
は
な
い
。

Preferred Networks

の
西
川
徹
氏
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う
大
き
な
変
化
の
節
目
に
、
日
本
の
競
争
力
向
上
の
チ
ャ
ン
ス
を
見
て
い
る
。

私
も
十
数
年
に
わ
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
を
学
ぶ
人
材
の
必
要
性
を
ア
カ
デ
ミ
ア
に
提
言
し
続
け
て
き
た
が
、
ど
の
大
学

も
学
科
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
一
向
に
変
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

大
き
な
理
由
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ダ
ッ
シ
ャ
ー
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
年
功
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
価
値
の
な
い
教
授
陣
が
上
に
と
ど
ま
り
、
優
秀
な
若
手
が
活
躍
す
る
の
を
阻
害
し
て
き
た
。
一
方
、
米
ビ

ッ
グ
テ
ッ
ク
創
業
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
社
会
の
変
化
や
チ
ャ
ン
ス
に
即
応
し
て
、
一
〇
代
、
二
〇
代
で
有
名
大
学
を
中
退
し
た
り
、
在
学

中
に
起
業
し
た
り
し
て
い
る
の
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
だ
。
人
材
は
学
生
の
時
こ
そ
最
も
旬
で
、
歳
を
取
る
ご
と
に
劣
化
し
て
い
く

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
日
本
で
は
大
学
で
も
企
業
で
も
五
〇
代
以
上
が
主
役
だ
。

あ
ら
ゆ
る
前
提
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
今
、
一
人
ひ
と
り
が
目
を
覚
ま
そ
う

日
本
で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、
法
規
制
と
そ
れ
が
生
み
出
し
た
既
得
権
益
が
結
び
つ
き
、
変
化
を
拒
ん
で
き
た
。
何
十
年
も
の
間
、
法

律
が
ほ
と
ん
ど
改
正
さ
れ
ず
、
世
の
中
の
状
況
と
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
産
業
分
野
も
少
な
く
な
い
。
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

日
本
で

新
規
事
業
の
開
拓
が

進
ま
な
い
要
因
は
何
か
。

日
本
の

国
際
競
争
力
強
化
に

必
要
な
こ
と
は
何
か
。

「日本の技術×グローバル市場」の視点で、
日本の未来を拓

ひら

く

Oishii�Farm�Corporation�CEO古賀大貴

世界市場への挑戦、スタートアップへの投資、成功の物語

揺れ動く米国、日本はスタートアップの
役割を高めグローバル志向を

スタンフォード大学
アジア・米国技術経営研究センター 所長リチャード・ダッシャー

規制による研究開発の阻害、年功ヒエラルキー、グローバル志向

AI、コンピューターの進化に合わせて
事業の価値を高めよう

株式会社 Preferred�Networks 代表取締役最高経営責任者西川 徹

コンピューターの進化速度、エンジニア教育、分野横断的な技術革新

サンドボックス制度で新しい技術や
ビジネスモデルのスピーディーな発展を実現

内閣官房内閣審議官（文部科学戦略官・文化戦略官）中原裕彦

社会実装のボトルネック、技術革新のスピード、規制のサンドボックス

エストニア防衛航空宇宙産業協会（EDIA）
クラスター・マネジャーレネ・エハサル

スタートアップも含めた「産官学連携」
―エストニアの防衛産業

トリプルヘリックス、6 つの戦略分野、国際的な連携

インタビュー実施：2025 年 2 月～4 月
聞き手： 井上 敦（NIRA 総研主任研究員）、川本茉莉（NIRA 総研主任研究員）、宇

田川淑恵（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）
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識
者
に
問
う

日
本
で
新
規
事
業
の
開
拓
が
進
ま
な
い
要
因
は
何
か
。
日
本
の
国
際
競
争
力
強
化
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
制
度
で
新
し
い
技
術
や

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
発
展
を
実
現

中
原
裕
彦

内
閣
官
房
内
閣
審
議
官

（
文
部
科
学
戦
略
官
・

 

文
化
戦
略
官
）

本
人
は
創
造
的
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
こ
と
が
苦
手
だ
、
と
い
う
指
摘
を
よ
く
聞
く
。
し
か
し
、

実
際
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
ア
イ
デ
ア
創
発
で
は
な
く
、
社
会
実
装
の
段
階
に
あ
る
。
日
本
企
業
が
欧

米
企
業
よ
り
も
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
し
た
が
ら
な
い
こ
と
は
、
総
資
産
利
益
率
（
Ｒ
Ｏ
Ａ
）
の
分
布
な
ど
か
ら

明
ら
か
だ
。
過
去
の
成
功
体
験
に
よ
る
イ
ナ
ー
シ
ャ
（
現
状
維
持
の
慣
性
）
が
働
き
、
企
業
で
も
行
政
組
織

で
も
新
た
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
へ
の
抵
抗
が
大
き
い
。
米
国
で
は
、
新
技
術
が
規
制
に
抵
触
し
た
場
合
に
支
払

う
過
料
や
、
訴
訟
が
起
き
た
り
し
た
場
合
に
支
払
う
損
害
賠
償
を
コ
ス
ト
と
し
て
織
り
込
ん
だ
う
え
で
事
業

を
推
進
す
る
企
業
も
あ
る
と
聞
く
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
れ
ら
を
支
払
う
事
態
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
日
本
企

業
と
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
違
い
は
大
き
い
。

他
方
、
わ
が
国
に
お
い
て
政
府
が
現
行
制
度
を
改
正
す
る
と
き
は
、
一
般
的
に
、
制
度
を
変
更
す
る
必
要

性
が
あ
る
こ
と
、
か
つ
、
外
部
へ
の
不
都
合
は
生
じ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
関
係
当
局
の
理
解

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
は
技
術
革
新
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
。
国
内
で
革
新
的

な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
て
も
、
霞
が
関
で
議
論
を
詰
め
て
い
る
間
に
、
海
外
勢
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。

こ
う
し
た
課
題
を
打
破
す
る
た
め
に
作
っ
た
の
が
「
規
制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」（
新
技
術
等
実
証
制
度
）

だ
。
期
間
・
場
所
を
限
定
し
た
う
え
で
、
規
制
に
縛
ら
れ
ず
に
新
技
術
を
実
際
の
現
場
で
試
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
、
問
題
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
新
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
実
装
で
き
る
よ
う
ル
ー
ル
を
変
え
て

い
く
仕
組
み
で
あ
る
。
英
国
な
ど
と
異
な
り
、
日
本
で
は
す
べ
て
の
領
域
で
導
入
し
た
こ
と
が
革
新
的
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
も
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
実
現
し
、
規
制
改
革
に
つ
な
が
っ
た
。
こ

の
実
践
か
ら
高
齢
者
向
け
の
安
全
な
仕
様
の
開
発
に
弾
み
が
つ
い
て
お
り
、
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
生
ま

れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

こ
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、「
民
」
の
人
も
実
証
段
階
か
ら
積
極
的
に
ル
ー
ル
形
成
に

参
加
し
、
官
民
一
体
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
・
生
活
者
も
積
極
的

に
参
画
し
て
い
く
べ
き
だ
。
ま
た
、
規
制
は
事
前
に
条
件
や
仕
様
で
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
守
る
べ
き
結

果
に
着
目
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
方
法
は
事
業
者
の
創
意
工
夫
を
最
大
限
引
き
出
す
の
が
よ
い
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
よ
り
良
い
政
策
や
規
制
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
、
規
制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
は
官
民

共
創
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
づ
く
り
を
担
う
も
の
だ
。

 日日
本
で
、
規
制
に
関
す
る
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
制
度
創
設
を
主
導
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
一
九
九
一
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、
通
商
産

業
省
（
現
経
済
産
業
省
）
入
省
。
経
済
産
業
省
、
法
務
省
、
大
蔵
省
（
当
時
）、
内
閣
官
房
等
に
お
い
て
、
規
制
改
革
実
施
計
画
や
未
来

投
資
戦
略
等
の
政
府
の
成
長
戦
略
の
策
定
、
ま
た
、
会
社
法
や
産
業
競
争
力
強
化
法
な
ど
の
重
要
法
案
の
立
法
作
業
に
携
わ
る
。
二
〇
二

〇
年
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
ア
ジ
ャ
イ
ル
五
〇
の
「
公
共
部
門
を
変
革
す
る
最
も
影
響
力
の
あ
る
五
〇
人
」
に
選
出
。
内
閣
府

規
制
改
革
推
進
室
参
事
官
、
内
閣
官
房
日
本
経
済
再
生
総
合
事
務
局
参
事
官
、
文
化
庁
審
議
官
等
を
経
て
、
二
〇
二
三
年
よ
り
現
職
。

中
原
裕
彦
（
な
か
は
ら
・
ひ
ろ
ひ
こ
）

中原裕彦・池田陽子（編著）〔2024〕

官民共創のイノベーション
規制のサンドボックスの挑戦とその先

ベストブック
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識
者
に
問
う

日
本
で
新
規
事
業
の
開
拓
が
進
ま
な
い
要
因
は
何
か
。
日
本
の
国
際
競
争
力
強
化
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 「
日
本
の
技
術
×
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
」
の
視
点
で
、

日
本
の
未
来
を
拓ひ

ら

く

古
賀
大
貴

O
ishii Farm

 C
orporation

Ｃ
Ｅ
Ｏ

本
と
い
う
国
は
居
心
地
が
良
過
ぎ
る
。
一
定
の
内
需
が
あ
り
快
適
に
暮
ら
せ
る
た
め
、
国
外
で
リ
ス

ク
を
取
る
動
機
が
弱
い
。
世
界
に
目
を
向
け
て
情
報
を
収
集
す
る
人
は
少
数
で
、
米
国
へ
の
留
学
生

や
起
業
家
の
数
も
中
国
や
韓
国
と
比
べ
て
見
劣
り
す
る
。
韓
国
の
起
業
家
は
日
本
の
農
業
技
術
や
種
苗
を
活

用
し
、「
コ
リ
ア
ン
ピ
ー
チ
」「
コ
リ
ア
ン
グ
レ
ー
プ
」
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

日
本
初
の
技
術
が
他
国
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
現
実
に
、
も
っ
と
敏
感
に
な
る
べ
き
だ
。

国
家
の
安
全
保
障
に
直
結
す
る
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
は
、
政
府
の
戦
略
的
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
デ
カ
コ
ー

ン
（
注
）
の
育
成
に
は
、
一
社
あ
た
り
一
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
億
円
規
模
の
投
資
が
要
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
商
業

化
段
階
で
多
く
が
つ
ま
ず
く
が
、
米
国
で
起
業
し
た
日
本
人
は
外
国
企
業
扱
い
、
日
本
で
は
海
外
登
記
の
た

め
助
成
対
象
外
と
さ
れ
、
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
現
状
も
あ
る
。
日
本
の
技
術
で
世
界
市
場
を
目
指
し
、
道

筋
が
見
え
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
は
大
胆
な
投
資
で
後
押
し
す
べ
き
だ
。

私
は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
農
業
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
掲
げ
、
植
物
工
場
技
術
で
高
品
質
な
農
産

物
を
安
定
的
か
つ
手
頃
な
価
格
で
提
供
す
る
、
世
界
最
大
の
農
業
生
産
者
を
目
指
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

日ク
で
起
業
し
た
の
は
、
米
国
に
は
日
本
の
よ
う
な
「
お
い
し
い
農
作
物
」
が
少
な
く
、
市
場
ニ
ー
ズ
と
合
致

し
て
い
た
か
ら
だ
。
干
ば
つ
や
気
候
変
動
が
よ
り
深
刻
な
米
国
で
は
植
物
工
場
へ
の
理
解
が
進
ん
で
お
り
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
投
資
家
の
関
心
も
高
か
っ
た
。
私
が
創
業
し
た
植
物
工
場
企
業「Oishii Farm

」は
、

農
薬
を
一
切
使
わ
ず
安
定
的
に
栽
培
で
き
る
技
術
を
確
立
し
、
ま
ず
富
裕
層
や
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
市
場
の
評

価
を
得
た
。
研
究
開
発
を
重
ね
る
こ
と
で
、
現
在
は
よ
り
幅
広
い
消
費
者
層
に
高
品
質
な
農
産
物
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
規
模
な
資
金
調
達
に
も
つ
な
が
っ
た
。
同
じ
技
術
で
も
「
ど
こ
で
や
る
か
」
で
事
業

の
価
値
は
大
き
く
変
わ
る
。

い
ま
日
本
に
最
も
必
要
な
の
は
「
成
功
の
物
語
」
だ
。
大
谷
翔
平
選
手
の
よ
う
な
ス
タ
ー
が
い
れ
ば
、
人

は
自
然
と
そ
の
背
中
を
追
う
。
世
界
で
結
果
を
出
し
て
い
る
日
本
人
起
業
家
を
も
っ
と
可
視
化
し
、「
自
分

に
も
で
き
る
」
と
思
え
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
が
新
た
な
挑
戦
者
を
生
む
最
も
確
実
な
近
道
だ
。
そ

し
て
そ
の
挑
戦
は
、「
日
本
の
技
術
╳
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
」
の
視
点
を
持
っ
て
こ
そ
、
日
本
の
可
能
性
を
最

大
限
に
引
き
出
せ
る
。

 起
業
家
。
日
本
の
農
業
技
術
と
工
業
技
術
を
生
か
し
、
新
し
い
世
界
産
業
の
創
出
を
目
指
す
。
慶
應
義
塾
大
学
卒
業
後
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
企
業
を
経
て
、
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
。
二
〇
一
七
年
にOishii Farm

を
共
同
創
業
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
。
日
本
の
技
術

を
生
か
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
植
物
工
場
を
活
用
し
た
高
品
質
イ
チ
ゴ
の
量
産
化
に
成
功
。
米
国
ビ
ジ
ネ
ス
誌Fast Com

pany

の
「
世

界
で
最
も
革
新
的
な
企
業
」
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
注
目
を
集
め
る
。
二
〇
二
四
年
ま
で
に
は
約
二
八
五
億
円
の
資
金
を
調
達
し
、
米
国
に

世
界
最
大
級
の
植
物
工
場
を
建
設
。
持
続
可
能
な
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
食
料
課
題
の
解
決
に
挑
む
。

古
賀
大
貴
（
こ
が
・
ひ
ろ
き
）

ウォルター・アイザックソン〔2011〕

スティーブ・ジョブズ Ⅰ・Ⅱ
井口耕二（翻訳）、講談社

（
注
）時
価
総
額
一
〇
〇
億
ド
ル
超
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
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識
者
に
問
う

日
本
で
新
規
事
業
の
開
拓
が
進
ま
な
い
要
因
は
何
か
。
日
本
の
国
際
競
争
力
強
化
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
含
め
た
「
産
官
学
連
携
」

―
エ
ス
ト
ニ
ア
の
防
衛
産
業ス

ト
ニ
ア
防
衛
航
空
宇
宙
産
業
協
会
（
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
）
は
、
二
〇
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
非
営
利
団
体

で
、
エ
ス
ト
ニ
ア
政
府
に
協
力
し
て
国
家
安
全
保
障
を
支
え
る
中
核
的
な
存
在
だ
。
現
在
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ

Ａ
に
は
一
七
八
社
の
企
業
が
加
盟
し
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
八
社
か
ら
エ
ス
ト
ニ
ア
資
本
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
ま
で
、
多
様
な
企
業
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
は
輸
出
市
場
の
開
拓
で
あ
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
は
国
内
市
場
の
規
模
が
小

さ
い
た
め
、
二
〇
二
四
年
に
は
防
衛
産
業
全
体
の
売
り
上
げ
五
億
ユ
ー
ロ
の
う
ち
、
そ
の
七
割
に
あ
た
る
三

億
五
千
万
ユ
ー
ロ
を
輸
出
に
頼
っ
て
い
る
。
海
外
市
場
を
開
拓
す
る
こ
と
が
、
成
長
の
た
め
に
は
不
可
欠
で

あ
る
。
も
う
一
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
防
衛
能
力
の
増
強
で
あ
る
。
六
つ
の
戦
略
分
野

―
サ
イ
バ
ー
防
衛
、

Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
電
子
戦
、
無
人
シ
ス
テ
ム
、
監
視
技
術

―
を
特
定
し
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
、

売
上
額
を
現
在
の
四
倍
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

こ
れ
ら
の
目
標
達
成
を
支
え
る
柱
の
一
つ
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
だ
。
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は

「
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
」
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
産
官
学
連
携
が
機
能
し
て
お
り
、
タ
リ
ン
工
科
大
学
や
タ

ル
ト
ゥ
大
学
な
ど
の
大
学
か
ら
多
数
の
防
衛
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
誕
生
し
て
い
る
。
企
業
規
模
が
小
さ
く

て
も
、
研
究
機
関
や
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握
や
知
的

財
産
の
共
有
を
通
じ
て
、
柔
軟
に
コ
ス
ト
効
率
の
高
い
製
品
開
発
を
実
現
し
て
い
る
。
国
際
的
な
連
携
も
Ｅ

Ｄ
Ｉ
Ａ
の
強
み
の
一
つ
だ
。
欧
州
防
衛
基
金
（
Ｅ
Ｄ
Ｆ
）
を
通
じ
て
助
成
金
を
受
け
て
お
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加

盟
国
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
や
北
米
な
ど
の
市
場
で
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
に

直
接
関
わ
っ
て
お
り
、
今
回
の
ロ
シ
ア
の
侵
攻
で
得
た
知
見
を
製
品
開
発
に
生
か
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
活
動
の
特
徴
は
、
会
員
企
業
と
密
な
対
話
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
毎
年
、
全
加
盟

企
業
に
調
査
を
行
い
、
市
場
や
収
益
動
向
、
連
携
の
意
向
な
ど
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
る
。
そ
の
調
査
結
果

と
、
政
府
が
策
定
す
る
防
衛
産
業
政
策
の
大
き
な
枠
組
み
と
を
組
み
合
わ
せ
、
優
先
順
位
を
定
め
て
戦
略
を

練
り
、
活
動
計
画
を
立
て
る
。
二
〇
二
四
年
に
は
政
権
が
交
代
し
、
主
要
な
防
衛
調
達
に
お
い
て
国
内
企
業

の
関
与
を
義
務
づ
け
る
政
策
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
政
府
調
達
の
一
定
程
度
を
必
ず
エ
ス
ト
ニ
ア

企
業
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
防
衛
産
業
の
国
内
経
済
へ
の
還
元
、
供
給
網
の
強
化
、
そ
し
て
国
際
企
業
と

の
協
力
推
進
を
期
待
し
て
い
る
。

 エ
ス
ト
ニ
ア
防
衛
航
空
宇
宙
産
業
協
会
（
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
）
で
、
ト
リ
プ
ル
ヘ
リ
ッ
ク
ス
間
の
協
力
強
化
の
た
め
の
国
際
協
力
と
輸
出
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
エ
ス
ト
ニ
ア
防
衛
ク
ラ
ス
タ
ー
」
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
。
法
律
お
よ
び
防
衛
分
野
に
精
通
。
法
務
助
言
、
規
制
順
守
、
そ

し
て
防
衛
産
業
に
お
け
る
戦
略
的
調
整
を
専
門
と
す
る
。
タ
リ
ン
大
学
で
法
学
修
士
を
取
得
後
、
バ
ル
ト
防
衛
大
学
等
の
機
関
で
国
際
法

と
国
家
防
衛
に
お
け
る
高
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
修
了
。
近
衛
大
隊
で
の
軍
務
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
し
、
エ
ス
ト
ニ
ア
税
関
庁
、
防
衛
資

源
庁
な
ど
の
主
要
機
関
で
要
職
を
歴
任
。
二
〇
一
六
年
よ
り
国
防
同
盟
メ
ン
バ
ー
も
務
め
る
。

レ
ネ
・
エ
ハ
サ
ル
（Rene Ehasalu

）

レ
ネ
・
エハ
サ
ル

エ
ス
ト
ニ
ア
防
衛
航
空
宇
宙
産
業

協
会
（
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
）

ク
ラ
ス
タ
ー
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー

エ

Mart Laar〔1996〕

Estonia's Success Story
Journal of Democracy 7(1), 96-101

https://dx.doi.org/10.1353/jod.1996.0011

15 14No. 78—2025年 6月わたしの構想



識
者
に
問
う

日
本
で
新
規
事
業
の
開
拓
が
進
ま
な
い
要
因
は
何
か
。
日
本
の
国
際
競
争
力
強
化
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

Ａ
Ｉ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
進
化
に
合
わ
せ
て

事
業
の
価
値
を
高
め
よ
う

西
川 

徹

株
式
会
社P

referred N
etw

orks

代
表
取
締
役
最
高
経
営
責
任
者

本
の
競
争
力
の
停
滞
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
進
化
速
度
を
過
小
評
価
し
、
そ
の
流
れ
に
対
応
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
根
本
に
あ
る
。
こ
の
数
十
年
の
間
に
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
加
え
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
発
達
し
、
一
〇
億
、
二
〇
億
の
ユ
ー
ザ
ー
に
サ
ー
ビ
ス
が
瞬
時
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
進

化
の
速
度
に
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
や
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
は
う
ま
く
乗
り
成
長
を
遂
げ
た
。
日
本
も
追
随
し
て
い
る
が
、

Ｄ
Ｘ
化
が
周
回
遅
れ
で
広
が
り
始
め
た
段
階
だ
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
を
学
ぶ
人
材
の
数
も
、
米

中
と
日
本
で
は
圧
倒
的
な
差
が
あ
り
、
人
材
育
成
の
遅
れ
が
今
日
の
国
力
の
差
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
で
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
仕
事
は
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変
わ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
が
遅
れ

を
取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
得
る
。
従
来
、
Ａ
Ｉ
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
を
支
援
す
る
程
度
だ
っ
た
が
、
今
後

は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
Ａ
Ｉ
に
指
示
を
出
し
、
Ａ
Ｉ
が
書
い
た
コ
ー
ド
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。「
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
構
造
化
」
と
い
う
大
き
な
変
化
の
節
目
を
し
っ
か
り
捉
え
、
そ
こ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア

教
育
を
き
ち
ん
と
行
い
、
人
材
を
育
て
れ
ば
、
日
本
の
競
争
力
も
向
上
す
る
は
ず
だ
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
進
化
速
度
は
こ
れ
か
ら
も
指
数
関
数
的
に
向
上
し
、
新
し
い
知
見
が
ど
ん
ど
ん
生
み

出
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
の
高
度
化
で
領
域
の
横
断
や
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
の
連
携
が
進
み
、
分
野
の
掛
け
合

わ
せ
が
新
た
な
価
値
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
弊
社
で
は
原
子
レ

ベ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
、
新
素
材
の
探
索
と
開
発
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
、
起
こ

り
つ
つ
あ
る
の
は
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
が
新
素
材
の
探
索
と
開
発
を
加
速
し
、
そ
れ
が
Ａ
Ｉ
で
使
わ
れ
る
半
導
体

の
開
発
を
加
速
さ
せ
る
と
い
っ
た
「
ス
パ
イ
ラ
ル
的
な
技
術
革
新
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
分
野
横
断
的
な
技

術
革
新
の
流
れ
に
乗
れ
る
か
ど
う
か
が
、
日
本
が
競
争
力
を
取
り
戻
す
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

日
本
は
、
機
械
や
化
学
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
得
意
な
領
域
で
、
戦
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

同
時
に
、
優
れ
た
機
械
を
作
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
単
体
の
事
業
を
Ａ
Ｉ
や
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
強
み
に
掛
け
合
わ
せ
て
価
値
を
高
め
て
い
く
の
が
、
資
源
の
少
な
い
日
本
の
「
勝
ち
筋
」
で
は
な
い

か
。
人
間
は
、
何
と
何
を
掛
け
合
わ
せ
る
の
か
、
仮
説
を
立
て
る
能
力
と
想
像
力
を
育
む
こ
と
が
一
層
重
要

に
な
る
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
対
す
る
政
府
の
支
援
は
機
能
し
て
い
る
の
で
、
継
続
す
べ
き
だ
。
一
方
、
官
公
庁
に

よ
る
政
府
調
達
の
要
件
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
と
っ
て
い
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
大
き
な
事
業
に
参
画
で

き
な
い
状
況
が
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
引
き
続
き
政
府
に
よ
る
改
革
の
推
進
を
期
待
し
て
い
る
。

 日
本
を
代
表
す
る
Ａ
Ｉ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
業
者
・
経
営
者
。
東
京
大
学
大
学
院
情
報
理
工
学
系
研
究
科
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
専
攻
修
了
。

大
学
院
在
学
中
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
世
界
大
会
に
出
場
し
た
メ
ン
バ
ー
等
とPreferred Infrastructure

を
創
業
。
深
層
学
習

な
ど
の
Ａ
Ｉ
技
術
の
産
業
応
用
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
二
〇
一
四
年
にPreferred Networks

を
設
立
。
生
成
Ａ
Ｉ
・
基
盤
モ
デ
ル
か
ら
ス

ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
チ
ッ
プ
（
半
導
体
）
ま
で
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
垂
直
統
合
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
。
自
社
開
発

の
Ａ
Ｉ
チ
ッ
プM

N-Core

を
搭
載
し
た
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タM

N-3

は
、電
力
効
率
世
界
一
位
を
、こ
れ
ま
で
に
三
度
獲
得
し
て
い
る
。

西
川 

徹
（
に
し
か
わ
・
と
お
る
）

岡野原大輔〔2023〕

大規模言語モデルは新たな知能か
ChatGPTが変えた世界
岩波科学ライブラリー

日
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識
者
に
問
う

日
本
で
新
規
事
業
の
開
拓
が
進
ま
な
い
要
因
は
何
か
。
日
本
の
国
際
競
争
力
強
化
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

揺
れ
動
く
米
国
、
日
本
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

役
割
を
高
め
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
を

リ
チ
ャ
ー
ド
・

ダ
ッ
シ
ャ
ー

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

ア
ジ
ア
・
米
国
技
術
経
営
研
究

セ
ン
タ
ー
所
長

開
発
は
今
や
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
技
術
モ
デ
ル
を
越
え
て
、
汎は

ん

用よ
う

Ａ
Ｉ
の
研
究
開
発
の
局
面

を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
従
来
、
米
国
の
Ａ
Ｉ
分
野
は
大
企
業
が
基
盤
モ
デ
ル
の
構
築
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
イ
ヤ
ー
の
開
発
と
い
う
役
割
分
担
が
あ
っ
た
が
、
今
後
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が

画
期
的
な
モ
デ
ル
変
革
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
。
他
方
、
中
国
の
生
成
Ａ
Ｉ
デ
ィ
ー

プ
シ
ー
ク
は
衝
撃
を
与
え
た
が
、
中
国
は
デ
ー
タ
の
質
に
課
題
が
あ
る
。
国
際
競
争
の
中
、
日
本
は
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
役
割
を
高
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
せ
る
環
境
づ
く
り
を
重
視
す
べ
き
だ
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
新
規
事
業
の
開
拓
や
新
た
な
事
業
者
の
参
入
が
進
ま
な
い
。
な
ぜ
か
。
主
な
要
因

は
規
制
に
対
す
る
姿
勢
に
あ
る
。
米
国
で
は
規
制
よ
り
先
に
開
発
・
導
入
を
行
い
、
試
行
後
に
ど
の
よ
う
な

規
制
が
必
要
か
を
考
え
る
。
日
本
で
は
ま
ず
規
制
を
作
る
こ
と
を
考
え
る
た
め
、
企
業
は
政
府
が
規
制
に
関

す
る
意
向
を
固
め
る
ま
で
、
開
発
や
事
業
開
拓
を
待
つ
傾
向
が
あ
る
。
研
究
開
発
の
動
き
は
速
い
。
規
制
が

企
業
の
研
究
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
を
阻
害
し
な
い
よ
う
、
政
府
は
自
制
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
政
府
は
大

企
業
の
意
向
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
含
め
た
産
業
界
全
体
と
綿
密
な
意
見
交
換
を

AI行
う
こ
と
が
必
要
だ
。
頻
繁
な
交
流
・
知
識
交
換
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
。
加
え
て
、
政
府
は
、

市
民
の
安
全
を
守
る
役
割
を
負
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

研
究
投
資
の
継
続
は
、
国
際
競
争
力
の
強
化
に
向
け
て
不
可
欠
と
な
る
。
日
本
の
「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）」
は
極
め
て
評
価
が
高
く
、
成
果
が
期
待
さ
れ
る
良
い
例
だ
。
た
だ
し
、

日
本
は
若
者
に
も
っ
と
挑
戦
の
チ
ャ
ン
ス
と
責
任
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
の
大
学
は
今
も
年
功
の
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
が
強
く
、
助
教
は
教
授
の
部
下
扱
い
だ
が
、
こ
れ
は
米
国
と
は
全
く
異
な
る
。

そ
し
て
、
日
本
に
足
り
な
い
の
は
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
で
あ
る
。
大
企
業
は
世
界
を
け
ん
引
す
る
意
識
を
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
目
指
す
意
志
を
持
つ
べ
き
だ
。
他
国
に
比
べ
て
、
日
本
は
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
へ
の
支
援
は
現
状
で
も
手
厚
い
が
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
国
内
だ
け
で
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で

戦
え
る
よ
う
、
政
府
は
さ
ら
な
る
保
護
と
支
援
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
者
間
で
は
国
際
水
準

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
。
企
業
間
の
国
際
的
な
協
力
で
は
、
デ
ー
タ
の
安
全
を
確
保

し
つ
つ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
デ
ー
タ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
進
め
る
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
と
な
る
。
米
国
が
政

治
的
・
経
済
的
に
揺
れ
動
い
て
い
る
今
こ
そ
、
日
本
が
海
外
と
の
協
力
を
積
極
的
に
行
う
好
機
だ
。

 日
米
企
業
を
対
象
に
研
究
分
析
を
続
け
、
日
米
の
技
術
管
理
お
よ
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
精
通
。
一
九
九
四
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
人
材
・
知
的
資
源
・
資
本
の
国
際
的
循
環
、
産
業
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
新
技
術
の
影
響
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
日
本
、
タ
イ
、
カ
ナ
ダ
等
の
大
学
や
国
の
研
究
機
関
、
科
学
技
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
歴
任
。
二
〇
〇
四
年
〜
二
〇
一
〇
年
に
、
日
本
の
国
立
大
学
初
の
外
国
人
経
営
メ
ン
バ
ー
と
し
て
東
北
大
学
理
事
を
務
め
た
。

「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）」
創
設
以
来
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
。
博
士
（
言
語
学
）。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ダ
ッ
シ
ャ
ー
（Richard Dasher

）

Nestor Maslej, Loredana Fattorini, Raymond Perrault, et al.〔2025〕

Artificial Intelligence Index Report 2025
Stanford University for Human-Centered Artificial Intelligence (HAI)
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データで 見る なぜ成長できないのか？
日本だけが

規制のサンドボックス制度：電動キックボード Luup の実施例日米の外国籍起業家への支援制度

エストニアの武器輸出額と軍事費の推移

注 1）�SBIR�（Small�Business�Innovation�Research）および STTR�（Small�Business�Technology�Transfer）は米国連邦政府が提供す
る競争的研究開発助成金。

注 2）�例えば、NEDO�「ディープテック・スタートアップ支援事業（DTSU）」「研究開発型スタートアップ支援事業」、JST�「大学発新産
業創出基金事業」、経産省「成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech 事業）」など。応募段階で法人格を有している必要は
支援事業により異なる。

注 3）�SBA融資は米国中小企業庁（SBA）による中小企業向け公的融資。2025年 3月以降、全所有者が米国籍または永住権者に限定
され、外国籍を含む企業は対象外となった。

注 4）日本政策金融公庫「新規開業・スタートアップ支援資金」など。
注 5）�SelectUSA�Tech は米国商務省が運営し、海外スタートアップの米国市場参入を支援するプログラム。本社が米国以外に所在し、

革新的技術製品／サービスを開発していて、今後 2～3年以内に米国市場への参入を計画していることが参加要件となっている。
出所）SBIR/STTR の公式ページ（FAQ）、SelectUSA�Tech 公式ページ、日本の各支援事業の募集要項よりNIRA作成。

出所）�Stockholm�International�Peace�Research�Institute�（SIPRI）,�Financial�Values�of�Arms�Exports�and�Military�Expenditure�
by�country よりNIRA作成。

出所）中原裕彦・池田陽子（2024）『官民共創のイノベーション―規制のサンドボックスの挑戦とその先』ベストブックよりNIRA作成。

注）データの内訳によると、2024年にはレイト期と借入で1ラウンドあたりの調達額が顕著に増大した。
出所）Tracxn�Lite よりNIRA作成。

世界の Deep-tech への投資総額と 1 資金調達ラウンドあたり投資額
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投資総額（左軸）

1ラウンドあたり投資額（右軸）

Luup（電動キックボードのシェアリングサービス）
　電動キックボードは、原動機付自転車としての規制が社会実装のハードルになっていた。

新事業特例制度を活用した実証・データ収集
　①公道でのシェアリング事業　②ヘルメットの任意着用

道路交通法等の改正

規制のサンドボックス制度　新しい技術やビジネスモデルの社会実装が、現行規制との関係
で困難な場合に、規制官庁認定の実証を行い、そのデータから規制の見直しにつなげる制度
Luup
実証計画策定・申請書提出

大学構内で走行実証
　キックボードのスペックや
　利用者ニーズの収集

通行区分や保安基準見直しを
要望

規制の特例措置設定

規制所管省庁

新技術等効果評価委員会の見解を確認

（百万ユーロ）

（億ドル） 35
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項　目 米　国 日　本
外国籍起業家への
助成金・補助金

SBIR/STTR は応募企業が米国籍または
永住権者により 51%以上所有・支配さ
れることが必須。（注1）

国内登記法人であれば外国籍者でも
申請可能。（注2）

外国籍起業家への
公的融資

SBA 融資は全所有者が米国籍または永
住権者に限られる。（注3）

日本での事業経営が可能な在留資格
を有する外国籍者は申請可能。（注4）

外国に拠点を置く
自国籍起業家への
助成・融資

海外法人は SBIR/STTR、SBA 融資の対
象外。

海外法人は原則対象外。

外国籍起業家向け
拠点設立支援

SelectUSA�Tech などが国籍を問わず
海外スタートアップを支援。（注5）

JETRO「Invest�Japan」などが国
籍を問わず外国籍起業家を支援。

2007年
ロシアに
よる
サイバー
攻撃

2009年
EDIA
設立

2022年2月
ロシアに
よる

ウクライナ
侵攻

武
器
輸
出
額（
右
軸
）

軍
事
費（
左
軸
）
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